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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成21年８月12日に提出いたしました、第40期第１四半期（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30

日）の四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正

報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

　　　(1) 業績の状況

　第５　経理の状況

　　1　四半期連結財務諸表

　　　　注記事項

　　　（セグメント情報）

　　　所在地別セグメント情報

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 

第一部　【企業情報】

  第２　【事業の状況】
         ４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　    (1) 業績の状況

（訂正前）

　<略>

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

(日本) 

　国内では、設備投資が減少する中で、新規顧客の開拓等を積極的に進めました。しかしながら需要の減少

により、主力である工作機械、一般機械、エレクトロニクス向けが大幅な落ちこみとなったことにより、売

上高は132億４百万円（前年同期は362億６千３百万円）となりました。また、費用の削減に努めました

が、売上高が大幅に減少したことなどにより、営業損失は14億５千５百万円（前年同期は66億４千６百万

円の営業利益）となりました。

　

(米州) 

　米州では、主力のエレクトロニクス向けや輸送用機器向けにおいて調整が続く中、製販一体となって新

規顧客の開拓に努めましたが、全業種における需要の大幅な落ち込みにより、売上高は31億３千１百万円

（前年同期は64億５千３百万円）、営業損失は６千３百万円（前年同期は５億２千９百万円の営業利

益）となりました。
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(欧州)

　欧州では、主力の工作機械向け、一般機械向けを中心に需要が大幅に減少する中、米州と同様に製販一体

となって新規顧客の開拓に努めましたが、全業種における需要の大幅な落ち込みにより、売上高は33億７

千万円（前年同期は71億６千５百万円）、営業損失は２億１千３百万円（前年同期は７億４百万円の営

業利益）となりました。

　

(アジア他)

　アジア他では、中国において主力の工作機械向け需要が減少する中、引き続き将来の成長に向けて営業

体制の強化を図りました。また台湾では現地工作機械メーカーの輸出が大幅に減少する中、新規顧客の開

拓に注力しました。しかしながら需要が大幅に減少したことなどにより、売上高は19億１千５百万円（前

年同期は31億８千２百万円）、営業損失は３億４千９百万円（前年同期は３億５千２百万円の営業利

益）となりました。　

（訂正後）

　<略>

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

(日本) 

　国内では、設備投資が減少する中で、新規顧客の開拓等を積極的に進めました。しかしながら需要の減少

により、主力である工作機械、一般機械、エレクトロニクス向けが大幅な落ちこみとなったことにより、売

上高は132億４百万円（前年同期は362億６千３百万円）となりました。また、費用の削減に努めました

が、売上高が大幅に減少したことなどにより、営業損失は34億９百万円（前年同期は66億４千６百万円の

営業利益）となりました。

 

(米州) 

　米州では、主力のエレクトロニクス向けや輸送用機器向けにおいて調整が続く中、製販一体となって新

規顧客の開拓に努めましたが、全業種における需要の大幅な落ち込みにより、売上高は31億３千１百万円

（前年同期は64億５千３百万円）、営業損失は７千万円（前年同期は５億２千９百万円の営業利益）と

なりました。

 

(欧州) 

　欧州では、主力の工作機械向け、一般機械向けを中心に需要が大幅に減少する中、米州と同様に製販一体

となって新規顧客の開拓に努めましたが、全業種における需要の大幅な落ち込みにより、売上高は33億７

千万円（前年同期は71億６千５百万円）、営業損失は２億５百万円（前年同期は７億４百万円の営業利

益）となりました。

 

(アジア他)

　アジア他では、中国において主力の工作機械向け需要が減少する中、引き続き将来の成長に向けて営業

体制の強化を図りました。また台湾では現地工作機械メーカーの輸出が大幅に減少する中、新規顧客の開

拓に注力しました。しかしながら需要が大幅に減少したことなどにより、売上高は19億１千５百万円（前

年同期は31億８千２百万円）、営業損失は６億２千８百万円（前年同期は３億５千２百万円の営業利

益）となりました。
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第一部　【企業情報】

  第５　【経理の状況】
          1 【四半期連結財務諸表】

             【注記事項】

             （セグメント情報）

             【所在地別セグメント情報】

　

(訂正前）

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

13,2043,131 3,370 1,91521,622 ― 21,622

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

4,877 17 △0 422 5,318(5,318) ―

計 18,0823,149 3,370 2,33826,941(5,318)21,622

営業損失(△) △1,455 △63 △213 △349 △2,081(3,782)△5,863

　(訂正後）

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　
日本
(百万円)

米州
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア他
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

13,2043,131 3,370 1,91521,622 ― 21,622

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

2,924 10 7 143 3,085(3,085) ―

計 16,1283,142 3,378 2,05924,708(3,085)21,622

営業損失(△) △3,409 △70 △205 △628 △4,314(1,549)△5,863
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